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平
成
28
年
度

北
翔
大
学
・
北
翔
大

学
短
期
大
学
部
保
護
者
懇
談
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
本
学
に
お
い
て
保
護
者
の
皆
様
に
、

本
学
の
教
育
運
営
状
況
、
学
生
の
修
学

状
況
、
就
職
状
況
及
び
学
生
生
活
全
般

に
関
し
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
、
保
護
者
の
皆
様
と
の
相
互

理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、毎
年
、開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
8
月
28
日（
日
）に
本
学

校
舎
、
9
月
3
日（
土
）に
旭
川（
旭
川

ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル
）、
北
見（
ホ
テ
ル
黒

部
）、
帯
広（
帯
広
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、

函
館（
ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
函
館
）で
、
実
施

致
し
ま
し
た
。

　
全
体
説
明
で
は
、
本
学
が
目
指
す
大

学
像
で
あ
る
「
教
育
重
点
大
学
」「
地
域

貢
献
大
学
」の
観
点
か
ら
、左
記
を
説
明

致
し
ま
し
た
。

︱
教
育
重
点
大
学
︱

【

大

学

】

　
５
つ
の
教
育
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
教
育

の
質
保
証

・
学
び
に
そ
な
え
る
入
学
前
教
育

・
基
礎
を
と
と
の
え
る
基
礎
・
教
育
科
目

・
専
門
を
ふ
か
め
る
専
門
科
目

・
自
分
を
ひ
ろ
げ
る
発
展
科
目

・
将
来
へ
つ
な
げ
る
就
業
力
養
成
科
目

【
短
期
大
学
部
】

　
専
門
性
を
集
中
し
て
磨
く
２
学
科
５

コ
ー
ス
制

【
学
び
を
深
め
る
】

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
学
生
に

対
し
て
、
修
士
課
程
の
大
学
院
や
大
学

３
年
次
へ
の
編
入
学
制
度
を
整
え
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
道
を
準
備
し
て

い
ま
す
。

︱
地
域
貢
献
大
学
︱

【
地
域
連
携
活
動
】

　
赤
平
市
、月
形
町
、奈
井
江
町
等
と
連

携
し
た
地
域
貢
献
活
動
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、学
校
、福
祉
施
設
等
の
行

事
補
助
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

︱
学
生
生
活
支
援
︱

　
学
生
食
堂
で
展
開
さ
れ
て
い
る
健
康

メ
ニ
ュ
ー
や
、外
部
コ
ー
チ
・
講
習
会
な

ど
の
部
活
動
の
支
援
、
保
健
セ
ン

タ
ー
・
学
生
相
談
室
・
特
別
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
に
よ
る
健
康
面
や
対
人
関
係
等

の
悩
み
相
談
の
支
援
、
授
業
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
、
専
属
の

指
導
者
が
行
う
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

︱
教
職
支
援
︱

　
教
職
支
援
説
明
で
は
、
教
員
を
め
ざ

す
学
生
へ
の
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
、

教
職
セ
ン
タ
ー
か
ら
○
履
修
登
録
・
単

位
修
得
か
ら
教
育
実
習
な
ど
を
経
て
教

育
職
員
免
許
状
の
申
請
ま
で
の
流
れ
、

○
本
学
独
自
の
「
教
員
採
用
選
考
検
査

対
策
講
座
」（
願
書
等
の
記
入
、
教
職
教

養
等
に
関
す
る
一
次
検
査
対
策
、
面
接

等
に
関
す
る
二
次
検
査
対
策
）
の
実
施

状
況
、
○
教
員
採
用
選
考
検
査
の
状
況

や
倍
率
、
本
学
の
合
格
者
数
な
ど
に
つ

い
て
ご
説
明
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
後
も
在
学
時
と
同
様
に

講
座
受
講
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、
手
厚

い
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
案

内
し
、
最
後
に「
教
員
に
な
る
と
い
う
強

い
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
励
む
こ
と
」な

ど
が
大
切
で
あ
る
と
お
子
様
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

︱
キ
ャ
リ
ア
支
援
︱

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
説
明
に
お
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
大
卒
求

人
倍
率
や
平
成
27
年
度
大
学
・
短
大
卒

業
者
の
現
況
な
ど
現
在
の
就
職
状
況
を

ご
説
明
。続
い
て
、本
学
の
就
職
支
援
と

し
て
、
学
年
ご
と
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
１
年
次
か
ら
３
年
次
ま
で
必
修
で
行

う
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
で
社
会
人
基
礎

力
を
養
成
す
る
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
書
き
方
や
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
種
就
職
活
動

対
策
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
と
し
て
、

・「
と
に
か
く
就
職
し
な
き
ゃ
」
の
先
に

あ
る
も
の
は
早
期
退
職

・
適
職
探
し
を
長
期
化
さ
せ
る
も
の
は

①
親
の
価
値
観
、
②
自
己
分
析
の
不

足
、③
企
業
研
究
・
職
業
研
究
の
不
足
、

④
自
信
の
不
足
だ
が
、
不
得
意
を
得
意

に
す
る
醍
醐
味
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
も

必
要
。

・
子
ど
も
の
自
立
を
止
め
な
い
よ
う
、言

い
分
を
聞
い
た
う
え
で
、
無
職
に
な
る

こ
と
や
早
期
離
職
が
も
た
ら
す
不
利
益

を
子
ど
も
自
身
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
。

・
子
ど
も
か
ら
就
職
活
動
の
中
断
や
断

念
、
離
職
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た

ら
親
に
と
っ
て
も
人
生
と
は
仕
事
と
は

何
か
を
考
え
る
機
会
で
あ
り
、
親
子
が

人
生
・
仕
事
の
こ
と
を
率
直
に
話
し
合

う
こ
と
が
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
機
会

に
な
る
こ
と
。

　
就
職
活
動
は
学
生
自
身
が
努
力
す
る

こ
と
だ
が
、親
の
支
え
も
必
要
で
あ
る
。

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
で
「
自
分
で
答

え
を
見
つ
け
出
す
」こ
と
も
あ
る
こ
と
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
ご
説

明
し
ま
し
た
。

全
体
説
明

個
人
面
談

　
修
学
状
況
、
学
生
生
活
、
進
路
・
就

職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
教
員
と

個
別
に
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者

が
日
頃
抱
え
て
い
る
疑
問
や
問
題
点
等

に
つ
い
て
相
談
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
本
学
・
地
方
会
場
合
わ
せ
て
、

２
７
６
組
に
の
ぼ
る
保
護
者
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
声

　
参
加
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
大
学
で
の
子
ど
も
の
様
子
が
わ
か

り
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
卒
業
後

に
つ
い
て
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
助
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
と
話
し
合

い
た
い
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
個
人
面
談
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
と
て

も
安
心
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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6
月
22
日（
水
）、
今
年
度
の
国
際
交

流
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。来
場
者

は
学
生
・
教
職
員
や
一
般
市
民
な
ど
、

１
０
０
名
近
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
講
演
会
は
、
江
別
出
身
の
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
、
渡
邊
優
香
さ
ん
を
お
招

き
し
『
夢
を
持
ち
つ
づ
け
て
実
現
す
る
』

と
題
し
て
、
渡
邊
さ
ん
が
声
楽
家
を
目

指
し
て
歩
ん
で
き
た
道
を
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。17
歳
で
単
身
、英
国
の

高
校
に
入
学
し
卒
業
後
は
音
楽
大
学
の

名
門 

Ｒ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ 

Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ 

ｏ
ｆ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ 

に
進
学
し
ま
し
た
。

７
月
に
千
歳
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
」（
米
国
、日
本
、

韓
国
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）。そ
れ
に
先

立
っ
て
米
国
チ
ー
ム
が
来
学
し
、
競
技

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。当
日
は
一
連
の
練
習
方
法
な

ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
後
は「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
（
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
）」

を
受
講
す
る
学
生
と
の
混
成
チ
ー
ム
で

模
擬
試
合
も
行
い
ま
し
た
。

米
国
チ
ー
ム
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
取
り
組
み
方
や
車
椅
子
の
操

作
方
法
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
、
学
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。「
真
剣
に
緊
張
感
を

持
っ
て
競
技
に
取
り
組
め
た
」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
、
得
る
も
の
が
大
き
い
有

意
義
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
で
は
米
国
チ
ー
ム
と
日

本
チ
ー
ム
が
優
勝
を
争
い
、
米
国
チ
ー

ム
が
第
１
回
の
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

８
月
６
日（
土
）、
北
翔
大
学
大
学
祭

「
北
翔
祭　

新
た
な
一
歩
へ
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。各
学
科
の
学
び
に
基
づ
い

た
企
画
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
擬

店
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
舞
台
講

演
、
花
火
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
様
に

も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
は
札
幌
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｒ
ｉ
ｈ
ｗ
ａ
さ
ん
。

伸
び
や
か
で
明
る
い
歌
声
に
多
く
の
学

生
が
声
援
を
送
る
な
ど
、
こ
の
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
学
生
に
と
っ
て
は
、

チ
ー
ム
で
主
体
的
・
意
欲
的
に
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
貴
重
な
学
び

を
得
る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

毎
回
大
好
評
の「
食
生
活
改
善
運
動（
１
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
朝
食
週
間
）」を
今
年
も
5
月

25
日（
水
）～
5
月
27
日（
金
）の
３
日
間
Ｐ
Ａ
Ｌ
４
階
学
生
食
堂
で
１
食
１
０
０
円

で
毎
日
１
５
０
食
を
提
供
し
ま
し
た
。食
生
活
改
善
運
動
は
江
別
市
内
４
大
学
の

共
同
企
画
で
行
わ
れ
、
活
力
を
必
要
と
す
る
大
学
生
や
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て

地
域
自
治
会
の
方
も
参
加
す
る
な
ど
朝
か
ら
活
気
を
帯
び
た
３
日
間
で
し
た
。

食
生
活
改
善
運
動
・
春

「
１
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
朝
食
週
間
」好
評
の
内
に
終
了
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・もち麦ごはんの親子丼
・大豆とひじきのサラダ
・緑黄色野菜のお味噌汁
・牛乳

〈Menu〉
エネルギー 808 kcal
たんぱく質 36.5ｇ
脂質 29.8ｇ
塩分 2.9ｇ

・たっぷり野菜の朝カレー
（もち麦ごはん又は白飯）
・カラフル野菜サラダ
・フルーツ
・牛乳

〈Menu〉
エネルギー 889kcal
たんぱく質 30.2ｇ
脂質 28.1ｇ
塩分 3.3ｇ

・豆腐と鶏そぼろ丼
（もち麦ごはん又は白飯）
・キクイモと人参の金平
・味噌汁
・牛乳

〈Menu〉
エネルギー 834kcal
たんぱく質 33.3ｇ
脂質 27.7ｇ
塩分 3.4ｇ

５月２５日～５月２７日の３日間で開催された「２０１６春の食生活改善運動：朝食週間」が無事終了いたしました。早朝から朝食準備にご協力を頂きました食堂スタッフの皆様、ありがとうございました。

平
成
28
年
４
月
5
日
（
火
）、
北

翔
大
学
第
一
体
育
館
に
て
平
成
28

年
度
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。大
学
院
15
名
、
大
学
４
５
２

名
、
短
期
大
学
部
１
３
８
名
、
編
入

学
生
14
名
の
合
計
６
１
９
名
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
夢
の
現
実
に
向
け
て
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
に
あ
た
り
西
村
学
長
か

ら
、皆
さ
ん
は
、18
歳
か
ら
の
選
挙

権
が
認
め
ら
れ
、
権
利
だ
け
で
な

く
一
人
ひ
と
り
が
社
会
に
対
し
責

任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。大

学
で
は
、
講
義
を
受
講
す
る
だ
け

で
な
く
、
課
外
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
卒
業
後
社
会
で
活
躍

で
き
る
よ
う
学
園
生
活
を
謳
歌
し

て
ほ
し
い
と
の
式
辞
が
新
入
生
に

送
ら
れ
ま
し
た
。

１年次入学生
大学院	 15 名 短期大学部	 ライフデザイン学科	 17 名 

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科	 199 名 	 こども学科	 121 名

	 健康福祉学科	 42 名

教育文化学部	 教育学科	 141 名 編入学生
	 芸術学科	 34 名 生涯スポーツ学部	 1 名

	 心理カウンセリング学科	 36 名 教育文化学部	 13 名

新
入
学
生
が
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト

平
成
28
年
度
入
学
式

国
際
交
流
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

車
椅
子
ソ
フ
ト
米
国
チ
ー
ム
が
来
学

大
盛
況
あ
り
が
と
う
！

「
北
翔
祭
」感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

Campus Archive
キャンパス・アーカイブ　2016年4月～2016年9月までの出来事

好
評
に
つ
き
10
月
26
日（
水
）～
10
月
28
日（
金
）に
第
2
弾「
食
生
活
改
善
運
動
・
秋
」実
施
予
定
！

西村学長とヘッドコーチ
（キース・ウォレスさん）の握手

夏
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
！

７
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）に
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
北
海
道

内
各
地
か
ら
多
く
の
高
校
生
や
保
護
者

の
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

各
学
科
が
体
験
授
業
を
行
う
「
北
翔

ラ
ボ
」や
、
学
食
体
験
の「
Ｐ
Ａ
Ｌ
キ
ッ

チ
ン
」、
学
内
を
ご
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
「
北
翔
探
検
」、さ
ら
に
、在
学

生
が
入
学
の
経
緯
や
現
在
の
生
活
、
将

来
の
職
業
観
な
ど
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
運
営
サ
ー
ク
ル
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
：
Ｃ（
パ
ル

シ
ー
）が
中
心
と
な
り
、
本
学
の
魅
力
を

存
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
２
０
１
７
年
３
月
12
日（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。ご
家
族
や
身
の
ま
わ

り
で
本
学
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

留
学
当
初
は
ま
だ
英
語
力
も
な
く
文

化
や
習
慣
の
違
い
な
ど
で
苦
労
が
多

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
不
断
の

努
力
に
加
え
て
持
ち
前
の
明
る
さ
と
常

に
前
向
き
な
姿
勢
で
乗
り
越
え
て
き
た

こ
と
が
聴
衆
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

７
年
間
の
留
学
生
活
を
経
て
帰
国
後

の
２
０
１
３
年
に
は
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
北
海
道
代
表
を
務
め
、現

在
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
か
ら
さ
ら
に
活
動

の
幅
を
広
げ
て
、英
語
通
訳
、講
師
、ナ

レ
ー
タ
ー
な
ど「
声
を
使
っ
て
伝
え
る
」

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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全
国
か
ら
延
べ
４
万
８
千
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｓ
／
Ａ
Ｃ
Ａ 

世

界
学
生
大
会 

２
０
１
６
」
日
本
代
表

選
考
に
お
い
て
、
福
祉
心
理
学
科
４
年

中
野
夏
緒
さ
ん
が
大
学
・
短
期
大
学
部

門
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
部
門
で
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

主
催
の
実
力
講
座
「
Ｍ
Ｏ
Ｓ
受
験
対
策

講
座
」を
受
講
し
、見
事
入
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
！
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
成

長
を
支
援
し
ま
す
。

　

※
Ｍ
Ｏ
Ｓ
＝
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　

※
Ａ
Ｃ
Ａ
＝
ア
ド
ビ
認
定
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

８
月
３
日（
水
）～
８
日（
月
）の
６
日

間
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
共

催
で
、震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
企

画
し
、
16
名
の
学
生
が
参
加
し
て
岩
手

県
釜
石
市
で
活
動
し
ま
し
た
。初
め
て

教
員
の
引
率
が
な
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
現
地
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
津
波
の
傷
跡
の
残

る
場
所
を
ご
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
、

震
災
当
時
の
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
、「
こ
れ
か
ら
の
釜
石
の
未

来
」に
つ
い
て
の
お
話
も
語
ら
れ
、参
加

学
生
は
現
地
の
方
の
気
持
ち
は
前
へ
前

へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、学
生
が
自
分
た
ち
で
考
え
て

準
備
し
た
子
ど
も
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
の
お
祭
り
の
お
手
伝
い
も
行
い
、

普
段
の
学
生
生
活
の
中
で
は
得
難
い
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
を
卒
業
し
た
池

田
裕
汰
さ
ん
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ・モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
リ
ー
グ「
Ｏ
Ｆ
Ｋ 

ｉ
ｇ
ａ
ｌ
ｏ
」
と
プ
ロ
契
約
を
結
び
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
も
多
く
の
有
名
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
リ
ー
グ
で
す
。

　

池
田
さ
ん
は
８
月
14
日（
日
）の
初
戦

に
て
、
後
半
35
分
か
ら
ト
ッ
プ
下
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
初
出
場
。残
念
な
が
ら

チ
ー
ム
は
敗
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

種目優勝
男子
100m	 釜澤拓也（スポーツ教育学科4年、北見柏陽高校出身）	 11秒06
110mハードル	川道裕次（スポーツ教育学科4年、江差高校出身）	 14秒86
400mリレー	 千葉耕輝－釜澤拓也－平川雄斗－会津聖哉	40秒77 大会新
1600mリレー	 樋口翔太－釜澤拓也－星 汰一－会津聖哉	 3分16秒76
走高跳	 川道裕次	2m13 大会新、北海道学生新記録、今年度日本選手権の標準記録突破
三段跳	 今野勇太（スポーツ教育学科3年、恵庭南高校出身）	 14m99
砲丸投	 五十嵐宜弘（スポーツ教育学科1年、静内高校出身）	13m65

女子
100m	 若林彩乃（スポーツ教育学科4年、立命館慶祥高校出身）	12秒60
200m	 若林彩乃	 25秒81
800ｍ	 岡部唯香（教育学科3年、恵庭北高校出身）	 2分14秒96 大会新
5000ｍ	 八重樫春香（スポーツ教育学科3年、札幌静修高校出身）	17分47秒44
10000m	 吉田麻美（スポーツ教育学科4年、恵庭南高校出身）	38分20秒15
100mハードル	内海悠季（スポーツ教育学科4年、札幌大谷高校出身）	15秒09
400mリレー	 武田美里－西本亜海－若林彩乃－天野小春	 47秒35
1600mリレー	野呂真愛－武田美里－天野小春－岡部唯香	 3分57秒37
走幅跳	 西本亜海（スポーツ教育学科2年、恵庭北高校出身）	 5m78
三段跳	 吉田亜紗美(スポーツ教育学科3年、旭川西高校出身）	11ｍ27
ハンマー投	 佐々木梨奈（スポーツ教育学科1年、旭川大学高校出身）	36ｍ92

陸
上
競
技
部
が
北
海
道
イ
ン
カ
レ
で

3
年
連
続
男
女
総
合
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
�

「
Ｍ
Ｏ
Ｓ
※
／
Ａ
Ｃ
Ａ
※

世
界
学
生
大
会 

２
０
１
６
」

部
門
入
賞
�

ミ
ニ
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル

韓
国
で
親
善
試
合

Ｆ
Ｉ
Ｇ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

軟
式
野
球
部
が

全
国
ベ
ス
ト
８
に
！

平
成
28
年
度
東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
実
施

サ
ッ
カ
ー
部
卒
業
生
が

欧
州
で
プ
ロ
契
約

５
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）に
札
幌
市
厚
別

公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
68
回
北

海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
」
に
お

い
て
、
陸
上
競
技
部
が
３
年
連
続
の
男
女
総
合

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
達
成
。男
女
と
も
に
ト
ラ
ッ

ク
の
部
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
で
も
総
合
１
位
と

な
り
、完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。そ
の
う
ち

優
勝
種
目
数
は
男
子
７
種
目
、
女
子
11
種
目
で

し
た
。優
勝
種
目
の
選
手
と
標
準
記
録
突
破
者

は
、
９
月
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
開
催
さ
れ
た
全

日
本
イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
ま
し
た
。

Way to go! Club,Circle
and Other
Activites

クラブ・サークル・学生たちの活躍

８
月
30
日
（
火
）
～
９
月
２
日
（
金
）、

ミ
ニ
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
の
学
生
８
人（
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部
と
教
育
文
化
学
部
の

１・２
年
）
が
韓
国
を
訪
れ
ま
し
た
。北

海
道
と
韓
国
・
慶
尚
南
道
の
友
好
提
携

が
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
た

訪
問
団
の
一
員
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。

８
月
31
日（
水
）に
は
巨
済
市
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、

９
月
１
日（
木
）に
は
昌
原
市
の
慶
南
大

と
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
北
海
道
大
樹
町
で
生

ま
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
楽
し
く
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
生
た
ち
は
ミ

ニ
バ
レ
ー
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
と
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

５
月
６
日（
金
）～
8
日（
日
）に
、
開

催
さ
れ
た
「
２
０
１
６
年
Ｆ
Ｉ
Ｇ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
第
３
戦
ポ
ル
ト
ガ
ル
大

会
」に
お
い
て
、エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
部
の
是

枝
亮
さ
ん
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
科
１

年
）
が
男
子
シ
ン
グ
ル
部
門
で
２
位
と

な
り
、銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

是
枝
さ
ん
は
、
３
月
に
行
わ
れ
た
Ｆ

Ｉ
Ｇ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
第
１
戦
に
続
く

メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
、
通
算
７
度
目
の

表
彰
台
に
上
り
ま
し
た
。

７
月
１
日（
金
）～
６
日（
水
）に
長
野

県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
全
日
本
大

学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」。地
方
大
会

を
勝
ち
上
が
っ
た
23
チ
ー
ム
が
集
結

し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。本
学
の
軟
式
野
球
部

は
、1
回
戦
で
福
井
工
業
大
を
、2
回
戦

で
佛
教
大
を
破
っ
て
勝
ち
進
み
ま
し
た

が
、
3
回
戦
で
当
た
っ
た
流
通
経
済
大

に
は
残
念
な
が
ら
敗
れ
、
ベ
ス
ト
８
と

い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
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教育文化学部ニュース

教育文化学部ニュース

生涯スポーツ学部ニュース

短期大学部ニュース

教
育
学
科
で
は
、
4
つ
の
コ
ー
ス
で
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、

養
護
教
諭
、中
高（
音
楽
）、幼
稚
園
、保
育
士
と
、多
く
の
学
生
が
教
員

を
目
指
し
て
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

6
月
末
に
実
施
さ
れ
た
平
成
29
年
度
公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者

一
次
選
考
で
は
、大
学
全
体
で
現
役
・
既
卒
者
合
計
１
５
０
名（
9
月

1
日（
木
）現
在
）、そ
の
う
ち
教
育
学
科
前
身
の
学
科
で
は
4
コ
ー
ス

合
せ
て
81
名（
小
学
校
46
名
、
特
別
支
援
学
校
小
学
部
9
名
、
養
護
教

諭
21
名
、音
楽
5
名
）で
す
。こ
の
数
は
例
年
よ
り
非
常
に
多
く
、学
生

の
努
力
が
報
わ
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
学
生
を
対
象
に
全
学
を
あ
げ
て
毎
日
、個
人
面
接
、模
擬

授
業
、
集
団
討
論
、
実
技
な
ど
の
対
策
講
座
を
い
た
し
、
学
生
は
8
月

初
旬
の
二
次
選
考
に
臨
み
ま
し
た
。本
学
で
は
、卒
業
生
も
対
策
講
座

に
出
席
が
可
能
で
す
の
で
、
期
限
付
き
で
教
員
と
し
て
働
き
な
が
ら

挑
戦
を
し
た
既
卒
者
も
、休
み
を
取
り
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
や
保
育
園
、
民
間
企
業
に
つ
い
て
も
内
定
を
い
た
だ
く
学

生
が
増
え
て
き
ま
し
た
。ど
の
道
を
選
択
し
て
も
、個
々
の
学
生
の
希

望
が
叶
う
よ
う
に
、学
科
教
員
は
一
層
の
努
力
を
続
け
ま
す
。

５
月
15
日（
日
）に
、赤
平
市
に
お
い
て「
こ
ど
も
体
力
測
定
会
・
走

り
方
教
室
」を
開
催
し
、ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
学
生
が
運
営
・
指
導
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、こ
ど
も
の

体
力
低
下
が
問
題
と
な
る
な
か
、
赤
平
市
に
お
け
る
こ
ど
も
の
体
力

向
上
を
目
的
に
、今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
事
業
で
す
。約
40
名
の
小

学
生
が
参
加
し
、学
生
25
名
と
、本
学
科
の
卒
業
生
で
赤
平
市
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
２
名
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

走
り
方
教
室
で
は
、
陸
上
部
の
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
や
ラ

ダ
ー
を
用
い
た
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
50
ｍ
走
計
測
で
は
、教
え
て

も
ら
っ
た
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
活
か
し
て
元
気
に
走
り
き
っ
て
い

ま
し
た
。

走
り
方
教
室
の
後
は
、
体
力
測
定
会
を
実
施
し
、
学
生
は
地
域
住
民

と
触
れ
合
う
と
と
も
に
指
導
や
測
定
の
実
践
力
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

７
月
２
日（
土
）に
、毎
年
恒
例
の
１
・
２
年
次
合
同
の
学
生
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。第
２
体
育
館
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
っ
た

後
、昼
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
は
新
鮮
で
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
ジ
ャ
ー

ジ
や
短
パ
ン
姿
で
、
華
麗
に
ア
タ
ッ
ク
を
決
め
る
学
生
に
歓
声
が
上

が
る
な
ど
、
教
室
で
の
姿
と
は
違
う
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
各
チ
ー
ム
の
実
力
が
伯
仲
し
フ
ル

セ
ッ
ト
の
試
合
ば
か
り
と
な
り
、
予
定
し
て
い
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

省
略
し
て
昼
食
に
し
ま
し
た
。

昼
食
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
は
、
学
生
た
ち
の
若
さ
全
開
の
食
べ
っ

ぷ
り
で
、用
意
し
た
食
材
は
殆
ど
き
れ
い
に
無
く
な
り
ま
し
た
。初
夏

の
日
の
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
を
担
当
し
た
２
年
生
の
学
生
は
ご
苦
労
様
で
し
た
。

２
年
次
学
生
は
、
必
修
科
目
で
あ
る「
心
理
学
基
礎
演
習
Ⅰ
」の
時

間
に
、
対
人
援
助
の
現
場
に
触
れ
る
た
め
の
施
設
見
学
実
習
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
教
育
委
員
会
、
精
神
科
病
院
、

児
童
養
護
施
設
、精
神
科
デ
イ
ケ
ア
施
設
を
見
学
し
、そ
の
成
果
を
７

月
に
「
施
設
見
学
報
告
会
」
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。ど
の
グ
ル
ー
プ

も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
報
告
資
料
を
準
備
し
、
現
場
の
生
の
空

気
に
触
れ
た
新
鮮
な
実
感
を
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま

し
た
。本
学
科
は
実
際
の
現
場
か
ら
の
学
び
も
重
視
し
て
お
り
、今
回

の
貴
重
な
体
験
は
こ
れ
か
ら
一
層
深
ま
る
専
門
の
学
び
の
基
盤
の
ひ

と
つ
と
し
て
、必
ず
活
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

第
71
回
全
道
展
で
芸
術
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
学
生
２
名
が
入
選
し
、

そ
の
う
ち
1
名
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。全
道
展
は
歴
史
の
あ

る
一
般
美
術
公
募
展
で
、入
賞
・
入
選
す
る
に
は
、高
い
レ
ベ
ル
の
描
画

力
や
表
現
力
が
問
わ
れ
ま
す
。２
人
と
も
絵
画
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
４

年
生
で
、
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
描
き
続
け
、
初
め
て
の
応
募
で
入
選
・
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。作
品
は
6
月
15
日（
水
）か
ら
26
日（
日
）ま
で
、

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
中
央
区
南
２
東
６
）で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

�　

タ
イ
ト
ル「
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ 

ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
」（
上
）　

＜

奨
励
賞
受
賞＞

　

�

村
田
ア
グ
ネ
ス
彩
さ
ん（
芸
術
メ
デ
ィ
ア
学
科
４
年
）静
内
高
校
出
身

　

Ｆ
１
０
０
号
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ア
ク
リ
ル
他

�　

タ
イ
ト
ル「
作
品
１
」（
下
）　

＜

入
選＞

　

中
山
智
絵
さ
ん（
芸
術
メ
デ
ィ
ア
学
科
４
年
）北
星
学
園
大
学
附
属
高
校
出
身

　

Ｆ
１
０
０
号
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
彩

健
康
福
祉
学
科
で
は
、
７
月
23
日（
土
）に
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
認
知
症
に
な
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」推
進

本
部
主
催
の
第
１
回
認
知
症
予
防
担
当
職
員
研
修
会
を
開
催
し
、
道

内
自
治
体
職
員
を
中
心
に
34
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
神
経
内
科
学
講
座
の
下
濱

俊
教
授
か
ら「
認
知
症
の
基
本
的
な
理
解
と
予
防
」と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、引
き
続
き
健
康
福
祉
学
科
の
小
坂
井
教
授
に
よ
る「
軽
度
認
知

障
害
を
発
見
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
活
用
」
と
題
し
た
認
知
機
能
テ

ス
ト
の
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、小
田
学
科
長
や
吉
田
准
教

授
に
よ
り
学
科
の
取
り
組
み
や
学
生
育
成
に
つ
い
て
の
紹
介
が
な
さ

れ
、終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
良
好
な
感
想
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
各
自
治
体
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
有
意
義
な
研
修
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
6
日（
土
）、
快
晴
の
中
、
お
よ
そ
１
０
０
世
帯（
各
家
庭
の
子

ど
も
は
1
～
3
人
程
度
）
の
皆
さ
ん
が
「
こ
ど
も
の
国
」
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。子
ど
も
の
来
場
数
は
、少
な
く
見
積
も
っ
て
も
１
３
０

人
～
１
５
０
人
と
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。学
生
は
、連
日
の
準
備
や

練
習
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当
日
も
朝
早
く
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
し
、楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
関
わ
り
、と

て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、大
学
農
園
で
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る「
親
子
お
い
も
掘
り

体
験
」
に
も
、
数
組
の
親
子
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
「
お
い
も
掘
り
体

験
」
や
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
体
験
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。学
生
に

と
っ
て
、子
ど
も
た
ち
と
の
貴
重
な
関
わ
り
を
通
し
て
、実
践
的
な
学

び
を
深
め
る
大
き
な
機
会
と
な
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

教 育
学 科

心 理
カウンセリング
学 科

芸 術
学 科

健康福祉
学 科

こ ど も
学 科

スポーツ
教 育
学 科

ラ イ フ
デザイン
学 科

全
道
展
で
4
年
生
が
入
賞
・
入
選
！

施
設
見
学
報
告
会

〜
対
人
援
助
の
現
場
に
触
れ
て
〜

快
挙
！
１
５
０
名
合
格
!

平
成
29
年
度 

教
員
採
用
候
補
者

選
考
一
次
検
査

第
１
回
認
知
症
予
防
担
当
職
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
こ
ど
も
体
力
測
定
会・走
り
方
教

室
」（
赤
平
市
）で
開
催

大
学
祭 

こ
ど
も
学
科「
こ
ど
も
の
国
」

～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
遊
び
の
広
場
～

毎
年
恒
例
の「
学
生
交
流
会
」を
実
施
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貸借対照表� （平成28年3月31日）

　貸借対照表とは、決算時（年度末）における資産・負債・基本金及び収支差額を把握するもので、法人の財政
状態を表しています。
　平成２７年度末の資産は、前年度に比して建物などの減価償却等で３億１千万円減少となった一方、現預金
が１億７千２百万円増加したことにより差し引き１億３千８百万円の減少となりました。負債は、長期借入
金の返済などにより１億５千１百万円の減少となりました。総資産から総負債を差し引いた正味財産は140
億５千２百万円となり、前年度に比べ１千３百万円の増加となりました。

■資産の部� （単位：千円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減
固定資産 12,633,006 12,943,040 △ 310,034
　 有形固定資産 11,073,443 11,367,639 △ 294,196
　 その他の固定資産 1,559,563 1,575,401 △ 15,838
流動資産 3,853,076 3,681,187 171,889
資産の部合計 16,486,082 16,624,227 △ 138,145

■負債・純資産の部� （単位：千円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減
固定負債 1,541,346 1,670,258 △ 128,912
流動負債 893,203 915,478 △ 22,275
負債の部合計 2,434,549 2,585,735 △ 151,187
基本金合計 16,838,627 16,774,884 63,743
繰越収支差額 △ 2,787,094 △ 2,736,392 △ 50,702
負債及び純資産の部合計 16,486,082 16,624,227 △ 138,145

0 20 40 60 80 100

有形固定資産 67.2%

その他の固定資産 9.5%
流動資産 23.4%

■貸借対照表の構成（資産）

0 20 40 60 80 100

基本金 102.1%

流動負債 5.4%
固定負債 9.3%

■貸借対照表の構成（負債・基本金・繰越収支差額）

繰越収支差額
△16.9%

１
．
教
育
研
究
活
動
に
関
す
る
事
項

【
教
育
活
動
】

北
翔
大
学
・
北
翔
大
学
短
期
大
学
部

●
改
組
前
の
既
設
学
科
に
つ
い
て
は
、
改

組
に
よ
り
在
学
生
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
最
大
限
配
慮
し
、
教
育
課
程
、
行
事

等
を
す
べ
て
実
施
し
た
。
新
旧
教
育
課
程

の
連
携
・
整
合
性
を
は
か
り
、
履
修
指
導

を
徹
底
し
、
ま
た
新
入
学
生
の
教
育
課
程

に
つ
い
て
は
、
旧
教
育
課
程
と
連
携
し
た

時
間
割
の
調
整
を
行
い
円
滑
に
実
施
し

た
。

●
学
生
が
基
礎
学
力
や
専
門
的
知
識
・
実

践
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
員
は

授
業
内
容
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
と

と
も
に
、FD

（Faculty D
evelopm

ent

）

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
貢
献

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
学
生
の

社
会
人
基
礎
力
の
養
成
に
も
努
め
て
い

る
。

●
就
業
力
養
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
、
Ⅱ
」
に
加
え
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
教
員
採
用
検
査
対
策
講
座
に
つ
い
て

は
、
教
職
教
養
、
一
般
教
養
は
外
部
に
依

頼
し
、
面
接
指
導
、
教
科
指
導
法
、
模
擬

授
業
等
に
つ
い
て
は
本
学
専
任
教
員
及
び

非
常
勤
講
師
に
よ
り
実
施
し
た
。
教
員
採

用
検
査
合
格
者
は
全
体
で
1
1
9
人
（
現

役
25
人
、
既
卒
者
94
人
）（
昨
年
度
は
合

計
62
人
：
本
学
独
自
調
べ
）
で
あ
っ
た
。

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
と
し
て
は
、

学
部
・
学
科
実
施
の
受
験
対
策
に
加
え
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

に
よ
り
試
験
対
策
講
座
を
実
施
し
た
。
従

来
と
比
較
し
て
合
格
率
は
向
上
し
た
が
、

社
会
福
祉
士
合
格
者
は
現
役
9
人
、
精
神

保
健
福
祉
士
は
現
役
3
人
で
あ
っ
た
。
大

学
院
人
間
福
祉
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専

攻
で
は
、
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
試
験
の

筆
記
形
式
の
一
次
試
験
対
策
と
個
別
面
接

指
導
の
二
次
試
験
対
策
を
実
施
し
、
受
験

資
格
が
発
生
す
る
平
成
26
年
度
修
了
生
6

人
の
う
ち
4
人
、
過
年
度
修
了
生
で
1
人

が
合
格
し
た
。

北
翔
大
学
大
学
院

●
人
間
福
祉
学
研
究
科
人
間
福
祉
学
専
攻

で
は
、
１
年
次
に
研
究
計
画
発
表
会
を
２

回
、
２
年
次
に
修
士
論
文
中
間
発
表
会
を

２
回
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
指
導
・
助
言
を

行
っ
た
。
臨
床
心
理
学
専
攻
で
は
、
臨
床

心
理
セ
ン
タ
ー
主
催
の
２
回
の
研
修
会
に

院
生
が
参
加
し
、
他
院
生
と
の
交
流
な
ど

を
通
し
て
教
育
効
果
の
向
上
に
努
め
た
。

●
生
涯
学
習
学
研
究
科
で
は
、
社
会
人
の

履
修
に
も
配
慮
す
る
た
め
に
教
育
課
程
の

ス
リ
ム
化
に
努
め
、
隔
年
開
講
科
目
を
設

け
る
な
ど
の
改
善
を
図
っ
た
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科
で
は
、
院
生

を
北
方
圏
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
活
動
に
参
加
さ
せ
、
地
域
住
民
の

体
力
測
定
等
の
補
助
を
行
っ
た
。

●
基
礎
と
な
る
学
部
・
学
科
の
改
組
に
伴

う
３
研
究
科
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
検
討

を
開
始
し
た
。

北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

●
平
成
27
年
度
の
学
科
改
組
で
誕
生
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
総
合
学
科
は
、
当
初
予
定

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
通
り
に
教
育
が
行
わ
れ

た
。

●
外
部
団
体
が
主
催
す
る
各
種
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、
就
職
先
の
新
規
開

拓
を
目
指
す
と
と
も
に
、
実
践
的
な
人
材

育
成
を
行
っ
た
。

【
研
究
活
動
】

●
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
臨
床
心

理
セ
ン
タ
ー
の
連
携
に
よ
る
研
修
会
を
ポ

ル
ト
を
会
場
と
し
て
実
施
し
、
臨
床
心
理

学
専
攻
の
院
生
も
参
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
定
な
ど
教
育
効
果
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
一
般
市
民
の
参
加
も
あ
り
、

地
域
貢
献
も
図
ら
れ
た
。
北
方
圏
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
学
研
究
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
体
力
測
定
の
補
助
な
ど
院
生
を

積
極
的
に
参
加
さ
せ
た
。

２
．
社
会
交
流
・
地
域
貢
献
等
に
関
す
る

事
項

●
赤
平
市
、
芦
別
市
、
寿
都
町
、
月
形
町
、

余
市
町
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
学
部
が
主
体
と
な
り
、
本
学
と

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、
N
P
O
法
人
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
三
者
連
携

に
よ
る
介
護
予
防
事
業
「
地
域
ま
る
ご
と

元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
展
開
し
た
。

ま
た
、
江
別
市
が
中
心
と
な
っ
て
、
４
市

（
赤
平
・
芦
別
・
江
別
・
三
笠
）
４
町
（
栗

山
・
長
沼
・
南
幌
・
由
仁
）
と
の
連
携
に

よ
り
実
施
す
る
地
方
創
生
事
業
「
学
生
地

域
定
着
広
域
連
携
事
業
」
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
度
は
、
栗
山
町
で
の
「
健
康
づ

く
り
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
参
加
市
町
村
か
ら

の
依
頼
に
対
応
し
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
た
。

●
高
大
連
携
に
つ
い
て
は
10
校
と
の
連
携

協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
協
定
校
か
ら

の
学
校
訪
問
受
け
入
れ
、
出
前
講
座
へ
の

講
師
派
遣
、
教
員
研
修
へ
の
講
師
派
遣
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
学
生
派
遣

な
ど
協
定
校
の
希
望
に
添
っ
て
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
た
。

●
地
域
住
民
向
け
の
無
料
の
教
養
講
座
4

件
の
ほ
か
、
45
講
座
を
開
講
し
、
地
域
住

民
へ
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
た
。

３
．
学
生
支
援
に
関
す
る
事
項

●
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
全
学
的
な
支

援
を
推
進
し
、
学
生
の
円
滑
な
就
学
に
寄

与
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
障
が
い

学
生
支
援
室
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
人
員
・
部
屋
の
確
保
及
び
規
程
の
整

備
等
を
行
い
、
開
設
準
備
を
整
え
た
。

●
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

試
験
対
策
、
資
格
取
得
対
策
等
の
24
講
座

を
開
講
し
、
1
2
4
名
の
学
生
が
受
講
し

て
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ

ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）、
Ｍ
Ｆ
Ａ
（
メ

デ
ィ
ッ
ク
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
）
等
の

就
職
時
に
役
立
つ
資
格
取
得
を
支
援
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

業
力
養
成
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

を
開
講
し
た
ほ
か
、
就
職
活
動
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
12
月
、
2
月
に
計
4
回
実
施
し

た
。
ま
た
、
2
月
に
1
0
4
社
の
企
業
が

参
加
し
た
学
内
企
業
研
究
会
を
実
施
し
、

2
7
8
名
の
学
生
の
参
加
が
あ
っ
た
。
な

お
、
平
成
27
年
度
の
就
職
率
は
、
大
学

94
・
2
%
、短
期
大
学
部
98
・
4
%
で
あ
っ

た
。

４
．
学
生
確
保
に
関
す
る
事
項

●
大
学
・
短
大
の
学
部
・
学
科
の
学
び
の

特
色
、
入
学
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
等
を
説
得
力
あ
る
表
現
と

し
た
大
学
案
内
を
新
た
に
制
作
配
付
し
、

高
校
生
の
本
学
へ
の
入
学
意
識
を
高
め
る

よ
う
に
努
め
た
。

●
北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
で
は
、

新
た
な
入
試
制
度
と
し
て
今
年
度
か
ら
Ａ

Ｏ
入
試
及
び
指
定
校
推
薦
入
試
制
度
を
取

り
入
れ
た
。
ま
た
、
地
方
支
援
奨
学
制
度

等
の
新
た
な
奨
学
金
制
度
を
設
け
る
な
ど

の
見
直
し
行
っ
た
。

５
．
同
窓
会
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

●
Ｆ
Ｍ
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
が
企
画
・
放
送

す
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
平
成
27
年
6
月
～

8
月
ま
で
の
3
ヶ
月
間
に
わ
た
る
本
学

取
材
番
組
を
同
窓
会
に
よ
る
経
費
の
支
援

を
受
け
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
、
卒
業
生
交
流
会
、
学
生
の

課
外
活
動
、
奨
学
金
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ツ
ア
ー
等
々
で
の
支
援
を
受
け
た
。

●
卒
業
生
親
族
の
就
学
支
援
の
た
め
、
卒

業
生
の
直
属
親
族
（
孫
）
の
入
学
金
を
平

成
29
年
度
入
学
生
か
ら
免
除
す
る
よ
う
、

規
程
の
改
正
を
行
っ
た
。

６
．
運
営
・
管
理
及
び
財
務
の
改
善
及
び

効
率
化
に
関
す
る
事
項

●
平
成
23
年
度
に
制
定
し
た
5
年
間
の
中

期
計
画
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
が
最
終

年
度
に
あ
た
る
た
め
、
平
成
27
年
9
月
に

発
足
し
た
新
計
画
検
討
委
員
会
で
検
証
及

び
課
題
の
確
認
を
行
い
、
こ
れ
を
基
に
新

し
い
中
期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

た
。
検
証
内
容
等
に
つ
い
て
は
理
事
会
に

報
告
し
た
。

●
北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
で
は
、

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
平
成
29
年
10

月
申
請
に
向
け
、
平
成
28
年
度
に
設
置
す

る
各
委
員
会
の
準
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、

自
己
点
検
報
告
書
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た
。

７
．
点
検
評
価
・
情
報
公
開
に
関
す
る
事
項

●
短
期
大
学
部
第
三
者
評
価
に
向
け
た
自

己
点
検
・
評
価
報
告
書
の
原
稿
を
集
約

し
、
関
係
部
署
と
の
調
整
な
ど
具
体
的
な

対
応
を
進
め
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
年

次
報
告
書
を
取
り
纏
め
た
後
に
、
3
年
に

一
度
実
施
す
る
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

（
2
0
1
2
～
2
0
1
4
年
度
）
も
予
定

通
り
年
度
内
に
完
成
さ
せ
た
。

●
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
の

内
容
で
、教
育
研
究
上
の
基
礎
的
な
情
報
、

修
学
上
の
情
報
、
財
務
情
報
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
学
園
新
聞

は
10
月
と
3
月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
た
。

●
保
護
者
懇
談
会
を
8
月
29
日
に
地
方
4

会
場
、
9
月
6
日
に
本
学
会
場
で
実
施

し
、
合
計
で
2
5
0
組
の
保
護
者
の
出
席

が
あ
っ
た
。

８
．
そ
の
他
の
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項

●
1
、3
、4
号
棟
及
び
第
2
体
育
館
の
耐

震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
改
修
・
補
強

等
が
必
要
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
平
成
27

年
11
月
に
、
耐
震
改
修
検
討
委
員
会
を
設

置
し
検
討
し
た
結
果
、
次
年
度
以
降
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
順
次
耐
震
改
修
・
補
強

等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●
老
朽
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
屋
内

消
火
栓
ホ
ー
ス
の
取
替
、
非
常
放
送
機
器

の
更
新
、
屋
上
防
水
シ
ー
ト
の
更
新
、
外

壁
タ
イ
ル
剥
離
箇
所
の
修
理
等
に
つ
い
て

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
た
。

設置学校･学部・学科等の名称及び学生・生徒数� 平成28年5月1日現在（単位：人）

学校名・学部・学科名等 入学定員 入学者数 編入定員 卒業者数 収容定員 在学生数
北翔大学大学院 20 15 ― 15 42 42
　人間福祉学研究科 8 4 ― 3 18 16
　生涯学習学研究科 6 5 ― 5 12 11
　生涯スポーツ学研究科 6 6 ― 7 12 15
北翔大学 440 452 85 356 1,865 1,759
　生涯スポーツ学部 220 241 25 167 845 910
　　スポーツ教育学科 160 199 20 167 660 786
　　健康福祉学科 60 42 5 ― 185 124
　教育文化学部 220 211 20 ― 680 582
　　教育学科 120 141 10 ― 370 375
　　芸術学科 50 34 5 ― 155 93
　　心理カウンセリング学科 50 36 5 ― 155 114
　人間福祉学部 ― ― 15 90 175 118
　　地域福祉学科 ― ― 5 31 65 45
　　医療福祉学科 ― ― 5 8 35 11
　　福祉心理学科 ― ― 5 51 75 62
　生涯学習システム学部 ― ― 25 99 165 149
　　芸術メディア学科 ― ― 10 40 90 62
　　学習コーチング学科 ― ― 15 59 75 87
北翔大学短期大学部 250 138 ― 148 440 330
　　ライフデザイン学科 50 17 ― 26 100 44
　　こども学科 140 121 ― 122 280 286
　　専攻科 60 ― ― ― 60 ―
北海道ドレスメーカー学院 130 53 ― 44 250 91
法　人　合　計 840 658 85 563 2,597 2,222

役　員　数� 平成28年5月1日現在（単位：人）

常　勤 非常勤 計
理　　事 6 4 10
監　　事 ― 2 2

教　員・職員数� 平成28年5月1日現在（単位：人）

法人
部門

北翔大学 北翔大学短期大学部 北海道
ドレス
メーカー
学院

合計生涯
スポーツ
学部

教育
文化
学部

人間
福祉
学部

生涯学習
システム
学部

計
ライフ
デザイン
学科

こども
学科 計

学校長 ― ― ― 1 ― 1 ― ― ― 1 2
副学校長 ― ― ― ― 1 1 ― ― ― 1 2
教授（諭） ― 20 22 5 4 51 3 6 9 5 65
准教授 ― 13 10 1 3 27 2 5 7 ― 34
講師 ― 5 2 1 ― 8 1 3 4 ― 12
助手 ― ― ― 1 ― 1 ― ― ― ― 1
本務教員計 ― 38 34 9 8 89 6 14 20 7 116
兼任講師 ― 96 96 9 21 222 39 21 60 23 305
本務職員 5 31 20 4 5 60 2 9 11 2 78

学校法人の概要

平成 27 年度決算概要 学校会計と企業会計の相違点

資金収支計算書� （平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

　資金収支計算書とは、その年度の法人の諸活動に対応する収入及び支出の全て、並びにその年度における支払
資金の流れを明らかにするためのものです。そのため、次年度の収入となる前受金収入や施設設備に関する支出
及び借入金返済支出等、資産・負債に係るものについても計上されます。
  平成２７年度の資金収支は予算額と比して、学生生徒納付金収入が１千４百万円増加、補助金収入が１千５百万
円増加、雑収入が１千４百万円増加した一方、暖房用燃料費の値下がり等により教育研究費支出が７千８百万円
減少するなどで、翌年度に繰り越す支払資金が前年度より１億７千６百万円増加しました。

■収入の部� （単位：千円） ■支出の部� （単位：千円）

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異
学生生徒等納付金収入 2,406,130 2,419,770 △ 13,640 人件費支出 1,696,116 1,697,127 △ 1,011
手数料収入 23,230 21,750 1,480 教育研究用経費支出 707,110 629,014 78,096
寄付金収入 5,660 5,698 △ 38 管理経費支出 216,290 212,442 3,848
補助金収入 307,010 322,169 △ 15,159 借入金等利息支出 16,230 16,227 3
資産売却収入 510 562 △ 52 借入金等返済支出 129,630 129,630 0
付随事業等収入 44,990 42,423 2,567 施設関係支出 33,313 33,259 54
受取利息等収入 13,010 14,439 △ 1,429 設備関係支出 48,490 46,446 2,044
雑収入 119,290 133,562 △ 14,272 資産運用支出 0 0 0
借入金等収入 0 0 0 その他の支出 85,435 85,328 107
前受金収入 705,110 678,424 26,686

〔予備費〕 （7,008）
3,992 3,992

その他の収入 168,656 163,635 5,021
資金収入調整勘定 △ 819,633 △ 833,657 14,024 資金支出調整勘定 △ 51,433 △ 56,608 5,175
前年度繰越支払資金 3,548,379 3,548,379 翌年度繰越支払資金 3,637,170 3,724,289 △ 87,119
収入の部合計 6,522,342 6,517,154 5,188 支出の部合計 6,522,342 6,517,154 5,188

事業活動収支計算書� （平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

　事業活動収支計算書とは、本業である「教育活動」、財務活動に関する「教育活動外」、資産の売却及び処分に
関する「特別」の三つの活動区分ごとの収支の内容及び基本金組入後の均衡の状態を明らかにし経営状況を表す
もので、企業会計の損益計算書と類似しています。
　平成２７年度の事業活動収支は、教育活動及び教育活動外収支を合算した経常収支差額と特別収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額は、１千３百万円のプラスとなりましたが、基本金組入後の当年度収支差額は、
約５千１百万円の支出超過となりました。

■事業活動収入の部� （単位：千円） ■事業活動支出の部� （単位：千円）

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異
教育活動　　学納金 2,406,130 2,419,770 △ 13,640 教育活動　　人件費 1,693,370 1,693,061 309
　　　　　　手数料 23,230 21,750 1,480 　　　教育研究経費 1,070,180 983,862 86,318
　　　　　　寄付金 5,660 5,698 △ 38 　　　　　管理経費 245,800 244,144 1,656
　　経常費等補助金 303,130 318,289 △ 15,159 　　　徴収不能額等 8,459 8,060 399
　　　付随事業収入 44,990 42,423 2,567
　　　　　　雑収入 119,290 133,760 △ 14,470
教育活動計 2,902,430 2,941,690 △ 39,260 教育活動計 3,017,809 2,929,127 88,682
教育活動収支差額 △ 115,379 12,563 △ 127,942
教育活動外 受取利息 13,010 14,256 △ 1,246 教育活動外　借入金利息 16,230 16,230 0
　　　　　　その他 0 0 0 　　　　　　その他 0 0 0
教育活動外計 13,010 14,256 △ 1,246 教育活動外計 16,230 16,230 0
教育活動外収支差額 △ 3,220 △ 1,971 △ 1,249
経常収支差額 △ 118,598 10,593 △ 129,191
特別　資産売却差額 0 0 0 特別　資産処分差額 3,472 3,472 0
　　　　　　その他 3,880 5,920 △ 2,040 　　　　　　その他 0 0 0
特別計 3,880 5,920 △ 2,040 特別計 3,472 3,472 0
特別収支差額 408 2,448 △ 2,040

〔予備費〕 （3,800）
7,200 7,200 

基本金組入前当年度収支差額 △ 125,390 13,041 △ 138,431
基本金組入額合計 △ 62,100 △ 63,743 1,643
当年度収支差額 △ 187,490 △ 50,702 △ 136,788
前年度繰越収支差額 △ 2,736,393 △ 2,736,393 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 2,923,883 △ 2,787,095 △ 136,788
（参考）
事業活動収入計 2,919,320 2,961,866 △ 42,546
事業活動支出計 3,044,710 2,948,825 95,885

■資金収支・事業活動収支計算書に共通の科目
科　目 説　　　　明

学生生徒等納付金 授業料・施設整備費・実験実習料・入学金など
手数料 入学検定料や各種証明書発行手数料など
補助金 国や地方公共団体などから交付される補助金
付随事業・収益事業収入 各種資格取得の講座受講料など
雑収入 上記の各収入に含まれない収入
人件費 専任教職員・非常勤講師・契約職員などに支給する給与や所定福利費・退職財団掛金など
教育研究経費 教育研究活動や学生の学習支援・課外活動に支出する経費
管理経費 総務・人事・経理業務や学生募集活動など、教育研究活動以外に支出する経費
予備費 予算編成時において予期しない支出に対処するもの

■資金収支計算書のみの科目
科　目 説　　　　明

前受金収入 翌年度分の授業料・施設整備費・実験実習料などが当年度に納付された収入
施設関係支出 建物・構築物・建設仮勘定など
設備関係支出 教育研究用機器備品・その他の機器備品・図書・車両など
■事業活動収支計算書のみの科目

科　目 説　　　　明
徴収不能額等 当年度に徴収するべき収入が、徴収不能と判断された金額
基本金組入額 学校法人が計画に基づき、教育研究の維持・充実を継続的に行うために保持する金額
■貸借対照表のみの科目

科　目 説　　　　明
繰越収支差額 資産の部合計から負債の部合計と基本金合計を控除した金額

学校法人計算書類の主な科目説明

平
成
２７
年
度

事
業
概
要
報
告

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.hokusho-u.ac.jp

  学校法人とは、学校教育法及び私立学校法の定めにより、私立学校の設置を目的に設置された法人です。学校
法人は、設置学校を運営し教育・研究活動を行うことを目的とする公共性の高い法人であり、営利を目的とす
る企業とは異なります。
  企業会計は収益と費用からその経営成績を知ることにありますが、学校法人会計は計算書類によって財務の面
から教育・研究活動が円滑に遂行されたか否かを知ることにあります。公共性の高い学校法人が、教育・研究
活動を継続して行い永続的に存続していくためには、財務状況を正確に把握し、健全な経営をしなければなり
ません。そのため学校法人の会計処理については、私立学校振興助成法において、国または地方公共団体から
補助金の交付を受ける学校法人は「学校法人会計基準」に従い会計処理を行い、計算書類を作成し、公認会計
士または監査法人の監査報告書を添付して所轄庁（文部科学省）へ届け出なければならないことになっていま
す。学校法人会計基準では、「資金収支計算書」「活動区分資金収支計算書」「事業活動収支計算書」「貸借対照表」
の各計算書類の作成が義務づけられています。

■事業活動支出の構成

人件費
57.4%

教育研究経費
33.4%

管理経費
8.3%

その他…0.9%
借入金利息……0.5%
資産処分差額…0.1%
徴収不能額等…0.3%

■事業活動収入の構成

学生生徒等納付金
81.7%

補助金
10.9%

その他…7.4%
手数料……0.7%
寄付金……0.2%
資産運用収入…0.5%

事業収入…1.4%
雑収入……4.5%
現物寄付…0.1%
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本
と
福
祉
用
具
を
学
ぼ
う
」
と
題
し
、

専
門
教
員
に
よ
る
介
護
の
基
本
に
つ
い

て
の
講
義
を
受
け
、
介
護
実
習
室
・
入

浴
準
備
室
で
は
実
際
に
介
護
現
場
で
使

用
さ
れ
て
い
る
福
祉
用
具
を
見
な
が
ら
、

真
剣
に
教
員
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

ま
し
た
。
体
験
授
業
②
は
「
こ
ど
も
の

造
形
表
現
」
と
題
し
、
模
擬
授
業
造
形

教
室
で
紙
の
お
も
ち
ゃ
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
在
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
楽
し
く
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
施
設
見
学
恒
例
の
学
食
体

験
で
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
！

み
な
さ
ん
！
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
な
ど
で
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
室
蘭
東
翔
高
等
学

校
の
生
徒
が
本
学
を
見
学

　

本
学
と
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
北
海
道
室
蘭
東
翔
高
等
学
校
の
1

年
生
70
名
が
6
月
23
日
（
木
）
に
本
学

に
施
設
見
学
へ
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
北
海
道
室
蘭
東
翔
高
等
学

校
の
卒
業
生
で
本
学
短
期
大
学
部
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
在
籍
す
る
千
葉
茜

さ
ん
（
2
年
）
か
ら
、
大
学
・
短
大
進

学
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
学
生
生
活
な
ど

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
卒
業
後
の
自
分
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

　

次
に
、
2
班
に
分
か
れ
て
の
体
験
授

業
で
す
。
体
験
授
業
①
は
「
介
護
の
基

北
海
道
月
形
高
等
学
校
と

北
見
商
科
高
等
専
修
学
校

の
生
徒
が
本
学
を
見
学

本
学
と
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
北
海
道
月
形
高
等
学
校
の
２
年
生

38
名
と
北
見
商
科
高
等
専
修
学
校
の
１

年
生
63
名
が
そ
れ
ぞ
れ
５
月
11
日
（
水
）、

５
月
13
日
（
金
）
に
本
学
に
施
設
見
学

へ
来
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
西
村
学
長
と
佐
藤
（
克
） 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
ご
説
明

が
あ
っ
た
の
ち
、
複
数
の
講
義
の
中
か
ら

興
味
の
あ
る
講
義
に
参
加
し
て
も
ら
う

講
義
見
学
・
模
擬
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

難
し
そ
う
に
し
て
い
る
顔
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
将
来
を
考
え
る
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
構
内
の
施
設
見
学
で
は
本
学
の

学
生
が
誘
導
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
、
図
書
館
や
各
教
室
の
広
さ
に

大
変
驚
か
れ
て
い
た
り
、
専
門
教
室
に
興

味
を
示
さ
れ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。

最
後
に
学
長
推
薦
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
学

食
体
験
で
す
。「
と
っ
て
も
美
味
し
い
！
」

と
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図書館は
The library now今

『
懐
か
し
い
昭
和
の

写
真
展
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

8
月
6
日
（
土
）、
図
書
館
1
階
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
で
資
料
展
示
『
こ

ん
な
本
も
図
書
館
に
あ
り
ま
し
た
：
大

学
祭
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
と
『
懐
か
し
い
昭

和
の
写
真
展
』
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

北
翔
祭
の
特
別
企
画
と
し
た
今
回
の

テ
ー
マ
は
『
暮
し
の
手
帖
』
と
昭
和
。

放
送
中
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
と

と
姉
ち
ゃ
ん
』
を
取
り
上
げ
、
ヒ
ロ
イ

ン
が
創
刊
し
た
雑
誌
の
モ
デ
ル
『
暮
し

の
手
帖
』
と
時
代
の
変
遷
を
書
籍
と
写

真
で
つ
づ
り
ま
し
た
。

花
森
安
治
（
ド
ラ
マ
で
は
花
山
伊
佐

次
）
の
イ
ラ
ス
ト
が
表
紙
を
飾
っ
た
創

刊
号
か
ら
第
二
世
紀
第
53
号
ま
で
の
ほ

か
、
暮
し
の
手
帖
社
の
出
版
本
、
昭
和

の
日
本
を
記
録
し
た
写
真
集
な
ど
蔵
書

56
冊
と
、
昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
か

ら
平
成
元
（
1
9
8
9
）
年
ま
で
に
国

内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
81
枚
を
展
示
し

ま
し
た
。

大
学
祭
を
訪
れ
た
市
民
を
中
心
に
94

学
生
で
す
が
、
そ
の
作
品
を
見
る
た
び

に
「
先
生
、
楽
し
い
ね
」
と
言
い
な
が

ら
満
足
す
る
ま
で
根
気
づ
よ
く
作
り
直

し
て
い
る
姿
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
浮

か
び
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
完
成
度
の
高

い
作
品
で
す
の
で
後
輩
た
ち
に
ず
い
ぶ

ん
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
近
々
、

連
絡
を
と
っ
て
本
人
の
も
と
に
届
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

教
員
と
し
て
の
喜
び

　

教
員
と
し
て
多
く
の
喜
び
を
感
じ
て

き
ま
し
た
が
、
と
く
に
学
生
た
ち
が
学

び
の
成
果
を
発
表
す
る
「
学
外
発
表
会
」

に
は
素
晴
ら
し
い
感
動
が
あ
り
ま
す
。

入
学
当
初
は
ま
っ
た
く
作
品
づ
く
り
を

で
き
な
か
っ
た
学
生
が
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
な
ど
を
披
露
す
る
姿
を
見
る

と
、
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま
す
。
発
表

を
終
え
た
後
は
学
生
も
泣
い
て
い
ま
す

が
、
私
も
ほ
ろ
っ
と
き
ま
す
ね
。

 

47
年
間

　

私
は
47
年
間
、
こ
の
大
学
に
通
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
後
、

北
翔
大
学
の
前
身
で
あ
る
北
海
道
女

子
短
期
大
学
で
２
年
間
を
過
ご
し
、

そ
の
後
は
専
攻
科
で
１
年
間
学
ん
だ

後
、
副
手
と
し
て
学
校
に
残
り
、
教

員
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
定
年
退
職

を
迎
え
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
教
員
生
活

で
し
た
。

　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
前
身
で

あ
る
人
間
総
合
学
科
は
、
服
飾
美
術
、

保
健
体
育
、
経
営
情
報
な
ど
を
学
ぶ

複
数
の
学
科
を
統
合
し
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
す
で
に
13
年
前

の
こ
と
な
の
で
す
ね
。
名
称
や
か
た

ち
は
変
わ
れ
ど
、
集
ま
っ
て
く
る
学

生
た
ち
は
ど
の
年
代
も
変
わ
ら
ず
、

明
る
く
、
素
直
で
、
礼
儀
正
し
い
雰

囲
気
で
し
た
。

 

思
い
出
の
品
々

　

私
の
研
究
室
は
、
長
い
教
員
生
活

で
出
会
っ
た
学
生
た
ち
が
置
い
て

い
っ
た
品
々
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
。
も
と
も
と
自

分
で
集
め
て
い
た
の
で
す
が
、
学
生

か
ら
「
こ
の
子
も
仲
間
に
入
れ
て
あ

げ
て
」
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の

が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

　

製
帽
の
授
業
で
作
っ
た
帽
子
を
「
今

後
の
学
生
の
参
考
作
品
に
使
っ
て
下

さ
い
」
と
置
い
て
い
っ
て
く
れ
た
卒

業
生
も
い
ま
し
た
。
15
年
ほ
ど
前
の

　

日
常
で
も
、
学
生
と
一
緒
に
何
か
に

取
り
組
む
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
パ
ラ
グ
ア

イ
の
伝
統
レ
ー
ス
「
ニ
ャ
ン
ド
ゥ
テ
ィ
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
の
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
私
も
手
が
け
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
学
生
と
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

手
芸
と
筝

　

私
は
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
自
分
の

ソ
ー
イ
ン
グ
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
て
、
も

の
づ
く
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
筝
を
６
歳
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
教
員
に
な
っ
た
経
緯
を
話
し
ま

し
た
が
、
実
は
専
攻
科
時
代
は
筝
の
活

動
も
波
に
乗
り
は
じ
め
た
時
期
だ
っ
た

の
で
、
修
了
後
は
本
格
的
に
そ
ち
ら
の

道
へ
進
も
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
副

手
に
な
ら
な
い
か
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
際
も
お
断
り
し
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
私
は
今
こ
こ
に

い
る
の
か
、
実
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

ま
せ
ん
（
笑
）。
再
度
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
と
は
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

40
年
以
上
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
思
え
ば
、
本
当
に
感
謝
で
す
ね
。

 

学
生
と
共
に
感
謝

　

時
の
流
れ
が
早
く
進
ん
で
い
く
こ
と

を
30
歳
の
こ
ろ
に
す
で
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
学
生
に
「
30
代
な
ん
て
す

ぐ
だ
よ
」
と
伝
え
た
ら
、「
私
た
ち
は
30

代
に
な
ん
て
な
ら
な
い
も
ん
」
っ
て
笑
っ

て
返
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
子
た
ち
が

30
歳
に
な
っ
た
と
き
、「
私
た
ち
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
ク
ラ
ス
会
を

開
い
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
結
婚
し

て
お
子
さ
ん
が
い
た
り
、
バ
リ
バ
リ

と
働
い
て
い
た
り
、
み
ん
な
自
分
の

道
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い
て
、
教
員

と
し
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
当
時
は
私
も
「
60
代
に
な
ん
て

な
ら
な
い
も
ん
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
で
65
歳
で
す
（
笑
）。
長

き
に
わ
た
っ
て
得
意
分
野
の
仕
事
を

で
き
た
幸
せ
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
緒
に
お
仕
事
を
す
る
方
々

に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
本
学
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
た
ち
と
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
楽

し
く
真
剣
に
ふ
れ
あ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

My Life
My Story

1
ひとの数だけ物語がある。

1951年　江別市出身
1973年　北海道女子短期大学専攻科修了、副手として着任
1974年　全道三曲コンクール部門別1位、札幌市民芸術祭奨励賞受賞
2001年　教授に就任
2017年　北翔大学短期大学部を定年退職予定

・ 所 属 学 会
　 日 本 家 政 学 会
　 服 飾 文 化 学 会

北翔大学短期大学部
ライフデザイン学科 教授

辻　美恵子
Mieko Tsuji

高

大

連

携

ニ

ュ

ー

ス

新

着

情

報

2 0 1 6 年 1 0 月 〜 2 0 1 7 年 3 月 ［ 共 通 行 事 予 定］

２
０
１
６

10月 22日（土）　大学院1期入学試験　学内公開日
23日（日）　大学院1期入学試験　（7号棟・PAL棟立入禁止）

11月 19日（土）　推薦入学、社会人・帰国子女特別選抜入学試験　学内公開日　（全構内立入禁止）
20日（日）　推薦入学、社会人・帰国子女特別選抜入学試験　（全構内立入禁止）

12月 2日（金）　第2期編入学試験　学内公開日
3日（土）　第2期編入学試験　（7号棟・PAL棟立入禁止）

29日（木）　学校閉鎖　（～ 1/3まで）　冬季休業日　（～ 1/5）

２
０
１
７

1 月 10日（火）　指定休日　（9/22の振替休日）
14日（土）　大学入試センター試験　（全構内立入禁止）
15日（日）　大学入試センター試験　（全構内立入禁止）
28日（土）　国家試験予定　（関係者以外学内立入禁止）
29日（日）　国家試験予定　（関係者以外学内立入禁止）

2 月 4日（土）　A日程・編入学3期・大学院2期入学試験　学内公開日（全構内立入禁止）
5日（日）　A日程・編入学3期・大学院2期入学試験　（全構内立入禁止）

19日（日）　大学見学会（A日程・センター試験A方式合格者）

3 月 3日（金）　平成29年度聴講生・科目等履修生・研究生願書締切
4日（土）　B日程・編入学4期入学試験　学内公開日（全構内立入禁止）
5日（日）　B日程・編入学4期入学試験　（全構内立入禁止）

12日（日）　オープンキャンパス
17日（金）　学位記授与式　（11：00）

人
の
入
場
者
が
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
暮
し
の
移
り
変
わ

り
を
た
ど
り
ま
し
た
。

P06.indd   6 2016/09/21   13:54:32


